
実
習
３
年
目
。
実
績
を
積
み

重
ね
、
地
域
貢
献
に
発
展

　
地
域
団
体
や
企
業
、
行
政
と
連
携
し
、

学
生
自
ら
が
現
場
の
方
と
一
緒
に
な
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
現
代
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
習
。
座
学
だ
け
で
は
身
に
つ
け

ら
れ
な
い
実
践
力
を
育
み
、
普
段
学
ん
で

い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
社
会
人
基
礎
力

の
発
揮
、
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
豊
田
市
の
稲
武
地
区
に
あ
る
養
蚕
と

繭
・
シ
ル
ク
の
作
品
制
作
を
行
う
「
い

な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
（
ま
ゆ
っ
こ
ク
ラ
ブ
）」

は
そ
の
実
習
先
の
一
つ
で
す
。
今
年
で

1
3
6
回
目
と
な
る
伊
勢
神
宮
へ
の
献

糸
を
行
う
な
ど
、
伝
統
あ
る
技
術
を
受

け
継
ぎ
守
っ
て
き
た
団
体
で
す
が
、
現

在
は
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
な
ど
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
で
は
い
な

ぶ
ま
ゆ
っ
こ
と
の
協
働
を
始
め
、
今
年

で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
例
年
、
い
な

ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
方
に
養
蚕
か
ら
糸
引

き
、
作
品
制
作
ま
で
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
学
内
外
で
稲
武
の
養
蚕
の
周
知
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
掃は

き
た
て立
（
産
ま

れ
た
て
の
蚕
に
初
め
て
食
事
を
与
え
る

儀
式
）
の
際
に
行
う
地
元
の
小
学
生
を

対
象
に
し
た
紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
は
恒
例
と
な
り
、
東
山
動
植
物
園

で
の
糸
引
き
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
都
市
部

の
様
々
な
世
代
の
方
に
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
方
々
も
こ
れ

ら
の
活
動
を
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、

学
生
た
ち
の
パ
ワ
ー
と
ア
イ
デ
ア
を
高

く
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
い
な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
稲
武
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
（『
歩
か
ま
い
稲
武
』、『
O
P
E
N 

I
N
A
B
U
』）
の
お
手
伝
い
を
し
て

ほ
し
い
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
活
動

の
範
囲
を
拡
大
。
飯
田
学
部
長
も
参
加

し
、
学
生
の
人
数
も
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。

　
実
習
を
行
っ
た
学
生
た
ち
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
の
中
で
活
動
す
る

こ
と
で
、
自
ら
の
立
ち
位
置
を
自
覚
し
、

次
第
に
主
体
性
の
あ
る
行
動
を
と
れ
る

よ
う
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
稲
武

の
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し

や
家
族
の
よ
う
な
絆
を
肌
で
感
じ
る
一

方
、
そ
の
背
景
に
あ
る
高
齢
化
や
過
疎

化
と
い
っ
た
日
本
の
社
会
全
体
が
抱
え

る
大
き
な
課
題
に
も
目
が
向
く
よ
う
に

な
っ
た
結
果
で
し
ょ
う
。

　
稲
武
地
区
と
い
う
生
き
た
社
会
に
入

る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
多
く
の
気
付

き
や
学
び
を
吸
収
し
ま
し
た
。
稲
武

地
区
で
の
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
習

は
「
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
置
く
本
学

部
の
理
念
を
具
現
化
し
た
取
り
組
み
で

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
た
今
年
度

は
、
様
々
な
世
代
や
立
場
の
方
々
と
交

流
し
、
地
域
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
考
え
に
触
れ
、
改
め
て
自
分
と
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
は
こ
う
し

た
経
験
を
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
い
か
に
自
ら
の
行
動
原

理
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
け
る
か
が
大

切
で
す
。

現代マネジメント学部は豊田市稲武地区にある「いなぶまゆっこ（まゆっこ
クラブ）」と協働を続けています。今年は稲武地区のイベントにも参加し、
地域社会から多くのことを学び取ってきました。

「いなぶまゆっこ」とは？
いなぶまゆっこは桑の育成
から養蚕、繭づくり、作
品制作に至るまでを一貫
工程で行っている団体で
す。平成 9 年に誕生し、現
在は主に 8 人のメンバーが活動しています。
代表を務める金田平重さんは養蚕の指導を
行い、奥様のちゑのさんが糸引きや機織の
技術指導を行っています。また、「まゆっこ
クラブ」では繭細工を中心に作品の展示・
販売をしています。

　学生たちにはこの実習で、伝統的な文化
や技能を現代に継承することの大切さと難し
さを感じ取ると共に、「どんな状況でも自ら
道を切り拓くことができる力」を身につけて
ほしいと考えています。
　今年は「いなぶまゆっこ」から「地域の活
性化」まで活動が広がりました。これまでの
実習が成果を上げ、学生たちの活動が認め
られていると感じています。求められる内
容への対応も臨機応変に考える必要があり
ます。こちらの目標設定を変えるなど枠に囚
われず状況とニーズに応じていくことが、私
の目指す地域貢献でもあります。これからも
この地域で活動させていただけることに感謝

し、必要とされる活
動を汲み取り、言わ
れたこと以上のこと
を行う能力（主体性
と創造力）の育成を
目指していきたいと
思います。

先生からひとこと

糸引き体験イベント in 東山動植物園
　東山動植物園での糸引き体験イベントでは、どうしたら来場者に興味を持っても
らえるかを考え、みんなで意見で出し合い工夫して取り組みました。糸引きを懐か
しむご老人や、生糸のミサンガを喜ぶこどもたちの姿を見ることができ、イベント
は大成功でした。（※写真は昨年の様子です。）

OPEN INABU
　稲武で農業及び就業体験企画を行っている「OPEN INABU」のプロジェクト
の一環として、林道整備とどんぐりの木の植樹に参加させていただきました。地
元の方と一緒に汗を流して作業をする中で、自然とコミュニケーションが生まれ、
意欲的な活動ができました。

掃立・紙芝居 & クイズ
　地元の小学生と一緒に「掃立」を見学し、その後は学生による紙芝居
とクイズコーナーを開催。小学生に楽しく養蚕を学んでもらえるよう
チームで協力し、会場を盛り上げました。また、金田夫妻から糸引きを
実際の場で教えていただき、技術も学びました。

歩かまい稲武

　5 月に開催されたウォーキング大会「歩かまい稲武」。学生
たちはいなぶまゆっこや商店街、抽選会などのお手伝いを行い、
地域の方とたくさん交流しました。

 堀田 裕子 教授

1

2 3

 金田 ちゑの さん  金田 平重 さん

看板は全て手作り! ／／

地元の小学生を対象としたクイズコーナー。
蚕が糸を吐き出す間際に蔟（まぶし）と呼ばれ
る蚕の家に入れ、そこで繭を形成していきます。
 絹は非常に丈夫で軽いうえ手ざわりもよく、天然
繊維の中で最もすぐれた繊維といわれます。
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